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増殖事業における飼育環境がサケ稚魚のDNAメチル化に及ぼす
影響に関する研究

道総研さけます内水面水試
研究職員　小　亀　友　也 600

定点採集調査による希少種マツカワ天然魚の初期生活史解明
道総研栽培水試
研究職員　坂　上　　嶺 600

定置網施設の設計最適化とリスクアセスメント技術の開発：
適応制御によるアプローチ

北大大学院水産科学研究院
教　　授　高　木　　力 600

増養殖を目的としたシシャモ飼育技術開発における摂餌特性
に関する研究

道総研栽培水試
主　　査　岡　田　のぞみ 600

北海道太平洋側海域におけるヤナギダコの成熟サイズと海域
間差の検討

道総研栽培水試
研究職員　高　原　英　生 500 ３年間

1,500千円

噴火湾における底生生物資源と漁場環境に関する研究
　基礎生産と化学環境
　水塊流動と変質過程
　底生生物資源の変動

北大大学院水産科学研究院
（代表）教授　髙　津　哲　也 2,000

公益目的事業１　合計 4,900

小樽水産高等学校長 570

函館水産高等学校長 360

厚岸翔洋高等学校長 590

天売高等学校長 80

300

公益目的事業２　合計 1,900

名　　称　第12回国際シンポジウム
開催日時　令和6年11月20日～22日
開催場所　函館市民会館、函館アリーナほか
概　　要　東南アジアを中心とし、日本、中国を含むアジ
　　　　ア諸国における水産学を教育している大学の研究
　　　　交流
          講演、口頭発表、ポスター発表

第12回国際水産シンポジウム実行
委員会
委員長　北大大学院水産科学研究院
　　　　松　石　　隆

200

名　　称　14TH JYOINT INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON
     　　 FOOD SCIENCE AND TECHNOLOGY
開催日時　令和6年11月14日～16日
開催場所　北大函館キャンパス
概　　要　水産物をはじめとする食品の科学と技術に関す
　　　　　る国際交流成果発表
          　講演、口頭発表、ポスター発表

北海道大学水産学部
水産学部長　都　木　靖　彰 200

公益目的事業３　合計 400

公益目的事業１、２、３　合計 7,200

北海道で水産を教え学ぶ学校、生徒に対し、意欲ある水産の
担い手の育成に寄与する事業

北海道水産会奨励賞
　上記４校が参加する水産クラブ研究発表大会の優秀校に
　全国大会参加料として支援する

令和６年度助成事業一覧


